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大阪湾初記録のタチウオ科魚類テンジクタチ

木村祐貴 1・松井彰子 2

A single specimen of Trichiurus sp. 2 sensu Nakabo (2000) 
was collected from Osaka Bay, Japan, in December 2021. In Jap-
anese waters, Trichiurus sp. 2 has been recorded from Tokyo and 
Sagami bays, Wakayama Prefecture to Kyushu, and the Ryukyu 
Islands. Thus, the present specimen, described herein detail, rep-
resents the first record of the species from Osaka Bay.
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 Abstract

日本近海のタチウオ属魚類は Jordan et al. (1913) によっ

てタチウオ Trichiurus japonicus Temminck and Schlegel, 1844，

テンジクタチ T. haumela (Forsskål, 1775) として報告され

た．中坊・土井内（2013）でまとめられているように，そ

の後，タチウオとテンジクタチは，同一種とされたり，2

種または 2亜種とみなされたりと複雑な分類学的歴史を経

てきた．中坊（1993）は背鰭と口腔内の色彩的特徴の差異

を基にテンジクタチを有効種として認め，T. lepturusを適

用した．しかしながら，中坊（2000）はタイプ産地（北

米ノースカロライナ）の T. lepturusには後頭部に骨瘤がな

い（テンジクタチにはある）こと等を理由に，テンジクタ

チに T. lepturusを適用せず，暫定的に Trichiurus sp. 2とす

べきとして，中坊・土居内（2013）もこれに従っている．

また，Chakraborty et al. (2006) は分子生物学的手法により，

テンジクタチがタチウオ T. japonicus や T. lepturus とは独

立した種であることを明らかにしているが，学名の決定に

は至っていない．

本種はこれまでに東京湾以南の太平洋沿岸域，琉球列

島および台湾南部から報告があり，主に日本周辺の亜熱帯

海域に分布していると考えられる（中坊・土居内，2013; 

Koeda and Ho, 2020；山田ほか，2020；下瀬，2021）．2021

年 12月 14日に大阪湾東部海域でテンジクタチが漁獲され

た．本標本は，大阪湾における本種の初記録となるため，

ここに報告する．

材料と方法
本標本は 2021年 12月 14日に大阪府泉佐野市の泉佐野

漁業協同組合所属の底びき網漁船（板びき網）によって漁

獲された．漁業者への聞き取りの結果，漁獲された地点は

大阪府高石市沖の水深 20 mの海域であることはわかった

が，正確な緯度経度は不明である．テンジクタチの学名は

中坊（2000）の見解に従い Trichiurus sp. 2とした．標本の

作製と登録は本村（2009）に，計数・計測方法は中坊（2013）

および三井・瀬能（2018）に従った．体各部の計測はデジ

タルノギスを用いて 0.1 mmの精度で行った．本報告で使

用した標本は大阪市立自然史博物館（OMNH-P）に登録，

保管されている．

Trichiurus sp. 2 sensu Nakabo (2000)

テンジクタチ
（Fig. 1; Table 1）

標本　OMNH-P49370，全長 533.8 mm，大阪府高石市沖，

水深 20 m，泉佐野漁業協同組合，2021年 12月 14日，板

びき網．

記載　標本の計数・計測値を Table 1に示した．体は細

長く，強く側扁し，リボン状に伸長する．頭部背縁は吻か

ら背鰭基底部にかけて直線的で，外観からは骨瘤は認めら

れない．体背縁は背鰭基底前半部では直線的，背鰭基底後

半部から尾部にかけては緩やかに降下する．体腹縁は直線

的，臀鰭基底部から尾部にかけて徐々に上昇する．尾部は

後端に向かって細くなり，先端は紐状を呈する．体表には

鱗をもたず，グアニン質の皮膚で覆われるが脱落しやすい．
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下顎は上顎より前方に突出する．口裂は大きく，主上顎骨

後端は眼の直下に位置する．上顎に返しのある長大な犬歯

を 2対もつ．下顎にはやや長大な歯を 1対もつ．その他の

上顎歯および下顎歯は鋭い三角形を呈し，周縁は返しがな

く滑らか．眼と瞳孔はともに正円形で，頭部側面の上方に

位置する．鰓耙は細長く，上枝は下枝よりも短い．背鰭起

部は前鰓蓋骨後縁よりも後方に位置する．背鰭は長く，背

鰭基底長は全長の 78.7%．胸鰭は長く，その先端は側線斜

走部を越える．胸鰭起部は背鰭第 7鰭条の直下．腹鰭をも

たない．臀鰭は退化的で皮下に埋没する．尾鰭をもたない．

側線は 1本で，鰓蓋上方を起点として背鰭第 14鰭条直下

までは腹側に下降し，その後は体軸に沿って尾部まで直走

する．肛門は臀鰭起部の直前に位置し，切れ目のような細

長い楕円形．

色彩　体は一様に銀白色．頭部背縁は黒褐色．背鰭基
底は暗い灰色．吻部背面はやや黄色がかった銀白色．瞳孔

は黄色がかった黒色で，虹彩は黄色がかった白色．口床は

淡色で，部分的に鮮やかな黄色を呈する．背鰭の鰭膜は背

鰭基底から 1/2は鮮やかな黄色で，先端にかけては薄い灰

色を呈する．背鰭第 1鰭条から第 5鰭条にかけては暗い灰

色．胸鰭は基底部から胸鰭中央部にかけて鮮やかな黄色で，

それより先端にかけては薄い灰色．

分布　本種は東京湾外湾，相模湾，大阪湾，和歌山県
南部，土佐湾，高知県以布利・宿毛，宮崎県，鹿児島県か

いゑい・高山・内之浦，奄美大島，沖縄島，八重山諸島，

台湾南部から報告されている（Jordan et al., 1913；時村ほ

か，1995；鳥居，2001；Chakraborty et al., 2006；栁川・渡邊，

2009；中坊・土居内，2013；池田・中坊，2015；三井・瀬

能，2018；Nakae et al., 2018；Koeda and Ho, 2020；山田ほか，

2020；下瀬，2021；本研究）．

備考　本標本は日本国内で確認されているタチウオ科
魚類のうち，尾鰭をもたないこと，上顎の大型犬歯は鉤

状であること，肛門直上までの背鰭軟条数が 42であるこ

とでタチウオ属 Trichiurusに同定された．日本国内で記

録されているタチウオ属 3種のうち，オキナワオオタチ

Trichiurus sp. 1 sensu Nakabo (2000)とは体高は肛門前長の

19.5%であること，両側の眼隔域が窪まないことで識別さ

れ，タチウオとは口床が淡色である点で識別されたため，

テンジクタチ Trichiurus sp. 2に同定された（中坊・土居内，

2013）．

近年，九州南部から四国南部にかけて本種の漁獲量が

Fig. 1. Fresh specimen (A) and oral cavity (B) of Trichiurus sp. 2 sensu Nakabo (2000) (OMNH-P49370, 533.8 mm TL) from Osaka 
Bay, Osaka Prefecture, Japan.



Ichthy 17 ǀ 2022 ǀ 18

Kimura and Matsui — First record of Trichiurus sp. 2 sensu Nakabo (2000) from Osaka Bay

増加している．高知県では 2003年頃からタチウオに混ざっ

て本種が漁獲されるようになり，近年は高知県中西部で普

通にみられる（栁川，2009, 2010）．宮崎県では 2017年か

ら 2018年の漁獲物を調査した結果，2000年にはまったく

見られなかった本種が毎月漁獲されており，1年間のタチ

ウオ類漁獲量の 43%を占める水産重要種になっているこ

とが明らかになっている（宮崎県水産試験場，2018）．本

種の生残に関する詳しい知見はないが，本種が通年漁獲さ

れる九州南部から四国南部海域の冬季海水面温度（高知

県水産振興部漁業振興課，2022）を参考にすると，水温

18°C以上で維持されることが本種の生残条件となる可能

性がある．本種を相模湾から報告した三井・瀬能（2018）

は，採集標本は卵や仔稚魚が相模湾以南の海域から黒潮に

よって運搬され，越冬したものと推測している．本標本が

得られた大阪湾は相模湾よりもやや南に位置するが，大阪

湾は半閉鎖性海域であり，直接的に黒潮の影響を受けづら

い．また，採集日の周辺海域の海水面温度は約 15°Cであ

り（国土交通省，2022），冬季には 10°C前後まで低下する（秋

山・中嶋，2018）．相模湾における採集日の海水面温度は

17.0–17.5°Cで（三井・瀬能，2018），年間の最低水温は約

14°C（気象庁，2022）であり，大阪湾はそれを大きく下回る．

本標本は同時に水揚げされたタチウオ 60個体の中に 1個

体のみ混じっていた．第一著者はタチウオの資源学的研究

の一環で 2018年から毎月市場での水揚げ物調査を実施し

ているが，これまでにテンジクタチを発見したことはなく，

漁業者からも発見の報告はなかった．以上のことから，本

種が大阪湾に恒常的に加入，定着，越冬しているとは考え

づらく，本標本は偶来的に大阪湾に出現したものである可

能性が高い．

現在，水産庁，（国研）水産研究・教育機構および地方

公設試験研究機関が実施している水産資源調査・評価推進

委託事業において，タチウオは多くの海域で資源評価対象

種に選定されており，資源学的研究が進められている．し

かし，一部の海域ではタチウオとテンジクタチがいずれも

「タチウオ」銘柄で流通していることや，過去の資源学的

研究では両種が区別されずに「タチウオ」として扱われて

いるため，研究に用いられるデータの不正確さが指摘され

ている（栁川，2009）．地球温暖化による海水温の上昇に

伴い，今後，これまでにテンジクタチが確認されていない

海域でも出現することや，テンジクタチが定着する可能性

が十分に考えられる．タチウオとテンジクタチの適切な資

源管理のためには水産現場でもテンジクタチの出現状況を

注視するとともに，両種を区別してデータ収集を進めるこ

とが必要である．
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